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吉
村
豊
太
郎
〈
洋
画
・
池
浦
町
〉

雅
友
会
世
話
人
。
昭
和
53
年
か
ら

近
代
日
本
美
術
協
会
展
に
連
続
出
品
、

各
賞
を
受
賞
し
運
営
委
員
に
推
挙
。

独
特
の
画
風
は
他
に
類
例
を
見
ず
高

い
評
価
を
受
け
、
そ
の
将
来
が
大
い

第
29
回
文
化
協
会
賞
（
個
人
）

ち
ぎ
り
絵
優
美
会
主
宰
。
安
城
文

化
協
会
理
事
。
安
美
展
審
査
員
。
昭

和
52
年
か
ら
ち
ぎ
り
絵
を
習
い
は
じ

め
、
55
年
に
「
ち
ぎ
り
絵
優
美
会
」

を
結
成
。
毎
年
文
協
祭
・
市
民
芸
術

祭
な
ど
に
参
加
し
、
今
年
の
国
際
美

術
展
で
は
県
教
育
委
員
会
賞
を
受
賞
。

多
年
に
わ
た
り
ち
ぎ
り
絵
文
化
の
振

興
に
尽
く
し
て
い
ま
す
。

第
28
回
文
化
功
労
賞

安
城
文
化
協
会
（
山
口
伸
会
長
）
が
郷
土
の
文
化
向
上
に
寄
与
し
た

人
た
ち
に
贈
る
各
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。
表
彰
式
は
11
月
４
日
�
に
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

昭
和
55
年
に
会
を
結
成
。
郷
土
の

西
三
河
岳
風
会
〈
詩
吟
・
代
表
岩
間

二
千
夫
・
福
釜
町
〉

昭
和
47
年
に
会
を
結
成
。
展
示
会
、

観
察
会
な
ど
を
開
催
し
、
自
然
保
護

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
栽

培
技
術
の
研
究
、
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。
市
民
へ
の
山
野
草
の
普
及
、

指
導
に
も
努
め
、
多
年
に
わ
た
り
こ

の
道
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

安
城
植
物
友
の
会
〈
山
野
草
・
代
表

大
山
晃
・
昭
和
町
〉

第
26
回
文
化
協
会
賞
（
団
体
）

形
象
派
安
城
グ
ル
ー
プ
世
話
人
。

支
部
長
と
し
て
積
極
的
に
各
地
で
展

覧
会
、
研
修
会
な
ど
を
企
画
し
、
会

員
相
互
の
研
さ
ん
に
尽
力
。
国
際
的

な
文
化
活
動
も
積
極
的
に
進
め
る
ほ

か
、
近
年
ま
す
ま
す
文
化
活
動
に
意

欲
が
あ
ふ
れ
、
そ
の
将
来
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

近
藤
義
行
〈
洋
画
・
高
棚
町
〉

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
所
属
。
昭
和
40
年
バ
ン
ド

結
成
以
来
そ
の
運
営
に
努
め
、
各
地

で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
。
洋
楽
を
通

じ
て
地
域
文
化
の
振
興
発
展
に
努
め

磯
村
一
夫
〈
洋
楽
・
東
端
町
〉

全
日
本
写
真
連
盟
安
城
支
部
所
属
。

安
美
展
委
嘱
作
家
。
会
の
運
営
委
員

と
し
て
運
営
発
展
に
尽
力
。
各
種
公

募
展
に
入
選
入
賞
多
数
。
そ
の
意
欲

的
な
活
動
と
進
歩
向
上
が
顕
著
で
将

来
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

細
井
哲
雄
〈
写
真
・
大
岡
町
〉

�
祥
会
所
属
。
安
美
展
委
嘱
作
家
。

昭
和
45
年
�
田
蒼
月
氏
に
師
事
し
、

日
本
の
書
展
な
ど
各
種
公
募
展
に
入

選
入
賞
多
数
。
会
の
事
務
局
長
も
務

め
、
そ
の
活
動
は
顕
著
で
将
来
が
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

深
見
蒼
海
（
正
行
）〈
書
・
刈
谷
市
〉

游ゆ
う

の
会
所
属
。
中
部
日
本
画
女
流

展
会
員
。
中
部
日
本
画
会
展
な
ど
各

種
公
募
展
に
入
選
入
賞
多
数
。
安
美

展
で
は
、
平
成
12
年
に
グ
リ
ー
ン
リ

ボ
ン
賞
受
賞
。
会
の
中
心
と
し
て
活

躍
し
、
そ
の
進
歩
向
上
が
顕
著
で
将

来
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

香
村
愛
子
〈
日
本
画
・
明
治
本
町
〉

第
42
回
文
化
奨
励
賞

歴
史
や
風
景
か
ら
漢
詩
を
作
り
、
吟

詠
。
漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
の
発
表
会

を
行
う
か
た
わ
ら
、
芸
能
ま
つ
り
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
詩
吟
の
普

及
と
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
活
躍
と

将
来
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

�お
う

鷺ろ

会
所
属
。
浅
田
蓬お
う

村そ
ん

、
松
本

芳ほ
う

翠す
い

、
高
塚
竹ち
く

堂ど
う

諸
氏
に
師
事
。
昭

和
20
年
代
か
ら
各
種
書
道
展
に
入
選

入
賞
多
数
。
平
成
２
年
�
鷺
会
結
成

に
参
加
、
公
民
館
な
ど
で
講
師
を
務

愛
知
県
三
河
菊
の
友
会
所
属
。
昭

和
61
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
会
長
を

務
め
、
菊
作
り
の
指
導
者
と
し
て
会

員
の
指
導
育
成
に
尽
力
。
平
成
４
年

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
な
ど
入
賞
多

数
。
会
員
の
信
望
も
厚
く
、
栽
培
技

術
の
指
導
普
及
に
寄
与
し
ま
し
た
。

石
川
正
之
〈
菊
・
高
棚
町
〉

め
る
な
ど
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄

与
し
ま
し
た
。

加
藤
研
堂
（
進
也
）〈
書
・
榎
前
町
〉

文
化
振
興
賞

る
な
ど
意
欲
的
に
活
動
し
、
そ
の
将

来
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
き
▼
11
月
10
日
�
午
後
１
時
30

分
　
と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室
　
※
来
場
者
に
入
選
作
品

集
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

第
13
回
市
民
文
芸
ま
つ
り
の
俳

句
と
短
歌
の
優
秀
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。
両
部
門
合
わ
せ
て
３
０

９
７
人
か
ら
４
９
６
７
編
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
大
会
で
入

賞
者
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
主
な

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

■
俳
句
〈
一
般
の
部
〉
　
市
長
賞

＝
村
上
美
代
子
（
篠
目
町
）
「
雪

割
草
抱
い
て
地
下
街
の
ぼ
り
く
る
」

市
議
会
議
長
賞
＝
鳥
居
世
津
子

（
箕
輪
町
）

〈
小
中
生
徒
の
部
〉

市
長
賞
＝

平
岩
卓
也
（
福
釜
町
）
「
と
げ
と

げ
の
自
分
の
よ
う
な
き
ゅ
う
り
も

ぐ
」

市
議
会
議
長
賞
＝
前
田
太

（
箕
輪
町
）

■
短
歌
〈
一
般
の
部
〉

市
長
賞

＝
畔
柳
久
代
（
里
町
）
「
テ
ィ
チ

ェ
ー
ハ
と
ふ
抑
留
の
地
の
名
を
言

い
し
ふ
た
月
後
に
夫
は
逝
き
た
り
」

市
議
会
議
長
賞
＝
内
川
英
雄
（
里

町
）

〈
小
中
生
徒
の
部
〉

市
長
賞
＝

山
本
章
太
（
古
井
町
）
「
ぼ
く
の

手
に
み
ん
な
の
や
る
気
が
か
か
っ

て
る
い
ま
こ
そ
あ
げ
ろ
最
高
の
ト

ス
」

市
議
会
議
長
賞
＝
三
島
優

里
（
古
井
町
）

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課
（
�

〈
76
〉１
５
１
５
）

鶴田裕子
〈工芸・赤松町〉

俳
句
・
短
歌
発
表
大
会


